
◎
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律

（
平
成
一
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年
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六
日
法
律
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一
四
号
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参
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一
、
提
案
理
由（
平
成
一
九
年
一
一
月
八
日
・
参
議
院
災
害
対
策
特

別
委
員
会

）

○
高
橋
千
秋
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
被
災
者
生
活
再
建
支
援

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
提
案
の
趣
旨
及
び

主
な
内
容
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
は
、
平
成
七
年
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大

震
災
を
契
機
と
し
、
平
成
十
年
に
議
員
立
法
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
平
成
十
六
年
に
、
被
災
者
の
居
住
の
安
定
の
確
保

に
よ
る
自
立
し
た
生
活
の
開
始
を
支
援
す
る
た
め
、
居
住
関
係
経
費
の
支

給
等
の
措
置
を
講
ず
る
改
正
が
行
わ
れ
、
そ
の
際
、
衆
参
の
災
害
対
策
特

別
委
員
会
に
お
け
る
附
帯
決
議
に
お
い
て
、「
居
住
安
定
支
援
制
度
等
の

充
実
を
図
る
た
め
、
本
法
の
施
行
後
四
年
を
目
途
と
し
て
、
制
度
の
施
行

状
況
等
を
勘
案
し
、
制
度
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
の
総
合
的
な
検
討
を
加

え
る
こ
と
。」
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
政
府
に
お
い
て
も
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
に

関
す
る
検
討
会
を
設
置
し
、
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
本
制
度

の
使
い
勝
手
の
悪
さ
、
支
給
要
件
の
複
雑
さ
等
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
結
果
、
居
住
関
係
経
費
の
支
給
率
が
三
割
に
満
た
ず
、
被
災
住
宅
の
再

建
を
始
め
と
す
る
被
災
地
の
速
や
か
な
復
興
が
必
ず
し
も
十
分
に
な
さ
れ

て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

本
法
律
案
は
、
こ
う
し
た
認
識
の
下
、
立
法
府
の
責
務
と
し
て
、
思
い

切
っ
た
制
度
改
善
を
早
急
に
行
い
、
被
災
者
の
居
住
の
安
定
の
確
保
に
よ

る
生
活
の
再
建
等
に
向
け
た
一
層
の
支
援
を
図
る
た
め
、
提
出
し
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。

以
下
、
本
法
律
案
の
主
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま

す
。第

一
に
、
支
援
金
の
支
給
制
度
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
伴
い
、
法
律
の

目
的
を
、「
自
然
災
害
に
よ
り
そ
の
生
活
基
盤
に
著
し
い
被
害
を
受
け
た

者
に
対
し
、
都
道
府
県
が
相
互
扶
助
の
観
点
か
ら
拠
出
し
た
基
金
を
活
用

し
て
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
を
支
給
す
る
た
め
の
措
置
を
定
め
る
こ
と

に
よ
り
、
そ
の
生
活
の
再
建
を
支
援
し
、
も
っ
て
住
民
の
生
活
の
安
定
と

被
災
地
の
速
や
か
な
復
興
に
資
す
る
こ
と
」
に
改
め
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

第
二
に
、
現
行
制
度
の
煩
雑
な
手
続
、
複
雑
な
支
給
要
件
及
び
支
給
内

容
を
見
直
す
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
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災
者
生
活
再
建
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援
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具
体
的
に
は
、
ま
ず
支
援
金
の
支
給
方
法
に
つ
い
て
、
使
途
を
限
定
し

た
上
で
実
費
額
を
精
算
支
給
す
る
現
行
の
実
費
積
み
上
げ
支
給
方
式
を
改

め
、
使
途
の
限
定
を
し
な
い
定
額
渡
し
切
り
方
式
と
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
関
係
経
費
に
つ
い
て
、
対
象
経
費

と
し
て
三
十
品
目
だ
け
認
め
ら
れ
、
そ
の
物
品
や
医
療
費
等
の
項
目
ご
と

に
申
請
並
び
に
実
績
報
告
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
手
続
を
不
要
と
し
、
全

壊
世
帯
に
百
万
円
、
こ
れ
ま
で
支
給
対
象
外
で
あ
っ
た
大
規
模
半
壊
世
帯

に
五
十
万
円
を
罹
災
証
明
書
ベ
ー
ス
で
一
括
支
給
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
居
住
関
係
経
費
に
つ
い
て
は
、
対
象
経
費
ご

と
に
実
費
支
給
す
る
の
で
は
な
く
、
居
住
す
る
住
宅
の
再
建
の
方
法
に
応

じ
て
定
額
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
、
居
住
す
る
住
宅
を
建
設
又
は
購
入
す

る
世
帯
に
つ
い
て
は
二
百
万
円
、
補
修
す
る
世
帯
に
つ
い
て
は
百
万
円
、

民
間
住
宅
を
賃
借
す
る
世
帯
に
つ
い
て
は
五
十
万
円
を
支
給
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、
全
壊
で
補
修
に
よ
る
再
建
を
選

択
し
た
世
帯
に
対
し
て
も
支
援
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

次
に
、
支
援
金
の
支
給
対
象
要
件
に
つ
い
て
は
、
年
齢
年
収
要
件
を
撤

廃
す
る
こ
と
と
し
、
被
災
者
間
の
不
公
平
感
を
是
正
す
る
も
の
と
し
て
お

り
ま
す
。

第
三
に
、
住
宅
の
敷
地
に
被
害
が
生
じ
、
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り

住
宅
の
解
体
に
至
っ
た
世
帯
を
支
援
の
対
象
と
し
て
追
加
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

第
四
に
、
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
超
え
な
い

範
囲
内
で
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
、
公
布
日
以
後
に

生
じ
た
自
然
災
害
に
係
る
支
援
金
の
支
給
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
九
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
自
然
災
害
、
平
成
十
九
年

新
潟
県
中
越
沖
地
震
に
よ
る
自
然
災
害
、
平
成
十
九
年
台
風
第
十
一
号
及

び
前
線
に
よ
る
自
然
災
害
、
又
は
平
成
十
九
年
台
風
第
十
二
号
に
よ
る
自

然
災
害
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
布
日
以
後
に
申
請
を
行
っ
た
場
合
の
支
援

金
の
支
給
は
、
改
正
後
の
支
援
金
の
支
給
制
度
に
よ
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

以
上
が
本
法
律
案
の
提
案
の
趣
旨
及
び
主
な
内
容
で
あ
り
ま
す
。

何
と
ぞ
、
慎
重
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
、
参
議
院
災
害
対
策
特
別
委
員
長
報
告

（
平
成
一
九
年
一
一
月
九
日
）

○
一
川
保
夫
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
災
害
対
策
特
別
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申

し
上
げ
ま
す
。

本
法
律
案
は
、
民
主
党
・
新
緑
風
会
・
日
本
、
自
由
民
主
党
・
無
所
属

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
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の
会
、
公
明
党
の
三
会
派
を
代
表
す
る
高
橋
千
秋
君
、
森
ゆ
う
こ
君
、
加

治
屋
義
人
君
、
神
取
忍
君
、
西
田
実
仁
君
の
発
議
に
係
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。そ

の
内
容
は
、
被
災
者
の
居
住
の
安
定
の
確
保
に
よ
る
生
活
の
再
建
の

支
援
等
の
充
実
を
図
る
た
め
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
支
給
に
係
る

年
齢
・
収
入
要
件
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
全
壊
世
帯
に
は
百
万
円
、
大

規
模
半
壊
世
帯
に
は
五
十
万
円
を
一
括
支
給
す
る
ほ
か
、
居
住
す
る
住
宅

を
建
設
し
、
又
は
購
入
す
る
世
帯
の
場
合
は
二
百
万
円
、
居
住
す
る
住
宅

を
補
修
す
る
世
帯
の
場
合
は
百
万
円
、
居
住
す
る
住
宅
を
賃
借
す
る
世
帯

の
場
合
は
五
十
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
支
給
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
九
年
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
、
新
潟
県
中
越
沖
地

震
、
台
風
第
十
一
号
及
び
十
二
号
関
連
の
自
然
災
害
に
つ
き
ま
し
て
も
、

本
法
の
公
布
日
以
後
に
申
請
が
行
わ
れ
た
場
合
は
、
本
法
の
支
援
金
の
支

給
制
度
に
よ
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
発
議
者
か
ら
趣
旨
説
明
を
聴
取
し
、
次
い

で
、
本
法
律
案
は
予
算
を
伴
う
も
の
で
あ
る
た
め
、
内
閣
か
ら
意
見
を
聴

取
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
泉
防
災
担
当
大
臣
よ
り
、
政
府
と
し
て
特
に

異
存
は
な
い
旨
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
公
明
党
を
代
表
し
て
山
口
委

員
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
仁
比
委
員
よ
り
本
法
律
案
に
賛
成
す
る
旨

の
意
見
が
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
全
会
一
致
を
も
っ
て
原
案
ど
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
て
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
一
九
年
一
一
月
八
日
）

自
然
災
害
に
よ
る
被
災
者
が
そ
の
被
害
か
ら
回
復
す
る
た
め
に
は
、
日

常
生
活
の
再
建
と
と
も
に
、
そ
の
生
活
の
基
盤
た
る
「
住
ま
い
」
の
再
建

を
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
被
災
地
に
お
け
る
住
宅
再
建
は
、
単

に
個
人
レ
ベ
ル
に
お
け
る
再
建
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
社
会
の
迅
速
な
復

興
の
た
め
に
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
か
か
る
見
地
か
ら
、
政
府
は
、
本

法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で

あ
る
。

一
、
支
援
金
の
支
給
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
被
災
者
の
住
宅
再
建
に
対
す

る
意
欲
に
十
分
応
え
得
る
よ
う
、
今
後
の
実
績
等
を
踏
ま
え
、
引
き
続

き
検
討
す
る
こ
と
。

二
、
本
法
施
行
後
四
年
を
目
途
と
し
て
、
支
援
金
の
支
給
限
度
額
、
国
の

補
助
割
合
を
含
め
、
制
度
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
の
総
合
的
な
検
討
を

加
え
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
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三
、
衆
議
院
災
害
対
策
特
別
委
員
長
報
告

（
平
成
一
九
年
一
一
月
九
日
）

○
鈴
木
恒
夫
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
災
害
対
策
特
別
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
に
つ
い
て

御
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
案
は
、
被
災
者
の
居
住
の
安
定
の
確
保
に
よ
る
生
活
再
建
の
支
援
等

の
充
実
を
図
る
た
め
、
所
要
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
そ
の

主
な
内
容
は
、

第
一
に
、
目
的
規
定
に
、「
生
活
の
再
建
を
支
援
し
、
も
っ
て
住
民
の

生
活
の
安
定
と
被
災
地
の
速
や
か
な
復
興
に
資
す
る
こ
と
」
を
新
た
に
追

加
す
る
こ
と
、

第
二
に
、住
宅
の
敷
地
に
被
害
が
生
じ
、や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
、

住
宅
の
解
体
に
至
っ
た
世
帯
を
支
援
の
対
象
と
し
て
追
加
す
る
こ
と
、

第
三
に
、
支
援
金
の
支
給
対
象
に
つ
い
て
、
被
災
世
帯
の
世
帯
主
の
年

齢
要
件
及
び
収
入
要
件
を
廃
止
す
る
こ
と
、

第
四
に
、
支
援
金
の
額
に
つ
い
て
、
現
行
で
は
使
途
を
限
定
し
た
上
で

必
要
額
を
積
み
上
げ
て
支
給
し
て
い
る
も
の
を
改
め
、
全
壊
世
帯
に
百
万

円
、
大
規
模
半
壊
世
帯
に
五
十
万
円
を
定
額
で
支
給
し
、
さ
ら
に
、
居
住

す
る
住
宅
を
建
設
し
、
ま
た
は
購
入
す
る
世
帯
に
つ
い
て
は
二
百
万
円
、

補
修
す
る
世
帯
に
つ
い
て
は
百
万
円
、
民
間
住
宅
を
賃
借
す
る
世
帯
に
つ

い
て
は
五
十
万
円
を
定
額
で
支
給
す
る
こ
と
、

第
五
に
、
平
成
十
九
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
自
然
災
害
等
四
災
害
に

よ
り
被
災
し
た
世
帯
の
世
帯
主
が
公
布
日
以
後
に
申
請
を
行
っ
た
場
合
に

お
け
る
支
援
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
支
援

金
の
支
給
制
度
に
よ
る
こ
と

な
ど
で
あ
り
ま
す
。

本
案
は
、参
議
院
提
出
に
よ
る
も
の
で
、本
日
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

提
出
者
を
代
表
し
て
参
議
院
議
員
加
治
屋
義
人
君
か
ら
提
案
理
由
の
説
明

を
聴
取
し
た
後
、自
由
民
主
党
・
無
所
属
会
、民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
、

公
明
党
、
日
本
共
産
党
及
び
社
会
民
主
党
・
市
民
連
合
か
ら
発
言
が
行
わ

れ
、
直
ち
に
採
決
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
案
に
対
し
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
災
害
対
策
特
別
委
員
長
と
し
て
一
言
申
し
上
げ
ま
す
。

御
承
知
の
と
お
り
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
改
正
案
は
、
本
院
に
は

与
党
か
ら
提
出
さ
れ
、
参
議
院
に
は
民
主
党
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
同

じ
法
律
に
つ
い
て
衆
参
に
そ
れ
ぞ
れ
改
正
案
が
提
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

は
、
ま
さ
に
い
わ
ゆ
る
ね
じ
れ
国
会
の
象
徴
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ

り
、
衆
参
で
改
正
案
が
一
本
化
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
今
後
の
国
会
運
営

を
占
う
試
金
石
で
も
あ
り
ま
し
た
。

委
員
会
に
お
い
て
は
、
自
由
民
主
党
・
無
所
属
会
、
民
主
党
・
無
所
属

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

四



ク
ラ
ブ
、
公
明
党
、
日
本
共
産
党
、
社
会
民
主
党
・
市
民
連
合
及
び
国
民

新
党
・
そ
う
ぞ
う
・
無
所
属
の
会
の
各
会
派
が
、
与
野
党
の
立
場
を
超
え

て
真
摯
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
被
災
者
の
住
宅
本
体

の
再
建
に
支
援
金
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
与
野
党
の
長
年
の

悲
願
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
何
よ
り
も
被
災
者
の
方
々
に
一
日
も
早
く
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
迅
速
な
生
活
再
建
に
資
す
る
観
点
か
ら
こ
こ
に
成

案
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
極
め
て
大
き
い
意
義
を
有
す
る

も
の
で
あ
り
、
今
後
の
国
会
運
営
の
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
皆
様
に
御
報

告
で
き
ま
す
こ
と
を
、
議
会
人
と
し
て
誇
り
に
思
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

以
上
、
御
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
一
九
年
一
一
月
九
日
）

自
然
災
害
に
よ
る
被
災
者
が
そ
の
被
害
か
ら
回
復
す
る
た
め
に
は
、
日

常
生
活
の
再
建
と
と
も
に
、
そ
の
生
活
の
基
盤
た
る
「
住
ま
い
」
の
再
建

を
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
被
災
地
に
お
け
る
住
宅
再
建
は
、
単

に
個
人
レ
ベ
ル
に
お
け
る
再
建
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
社
会
の
迅
速
な
復

興
の
た
め
に
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
か
か
る
見
地
か
ら
、
政
府
は
、
本

法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で

あ
る
。

一

支
援
金
の
支
給
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
被
災
者
の
住
宅
再
建
に
対
す

る
意
欲
に
十
分
応
え
得
る
よ
う
、
今
後
の
実
績
等
を
踏
ま
え
、
引
き
続

き
検
討
す
る
こ
と
。

二

支
援
金
支
給
等
の
前
提
と
な
る
住
宅
の
被
害
認
定
に
つ
い
て
は
、
浸

水
被
害
及
び
地
震
被
害
の
特
性
に
か
ん
が
み
、
被
害
の
実
態
に
即
し
て

適
切
な
運
用
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
検
討
を
加
え
る
こ
と
。

三

支
援
金
の
申
請
及
び
支
給
状
況
等
を
勘
案
し
、
本
法
施
行
後
四
年
を

目
途
と
し
て
、
対
象
及
び
負
担
の
あ
り
方
を
含
め
、
制
度
の
見
直
し
な

ど
の
総
合
的
な
検
討
を
加
え
る
こ
と
。

四

被
災
世
帯
の
認
定
に
あ
た
り
、
各
地
域
に
お
い
て
、
格
差
の
生
じ
な

い
よ
う
に
、
関
係
機
関
に
お
い
て
必
要
な
方
法
を
講
じ
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
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